
■その生涯

落合兵之助は、陶磁器やガラス用金液開発のパイオニア的企業、日本金液

株式会社の創立者として活躍した実業家である。

兵之助は、1866（慶応2）年、小牧市上末で漢方医の家に生を受けた。幼くし

て祖父母、父親が他界し、寺院などに預けられながら成長する。やがて簪の量

産化、安全ピン、金液の国産化などを手掛け、名古屋のみならず、日本の産業

界に重要な役割を果たすことになっていく。幕末から昭和まで駆け抜け、常に

大志を抱き続けた人物でも

あったが、1932（昭和7）年、

65歳の生涯を閉じることに

なる。

■金液国産化の契機

当時日本では金液・ラスタ

ーは生産しておらず、第一次

世界大戦の影響でアメリカなどから輸入が困難となった。そこで、

金地金をアメリカに送り、金液に加工したものを再び日本に送り返

し陶磁器の上絵つけに使用するというのが現状であった。安全ピン

製造とメッキ工場を経営していた兵之助は、金液とラスターの研究

を開始し、次第に国産化を目指したいと考えるようになる。

■ドイツ人俘虜の来名

第一次世界大戦時、日本は日英同盟に基づきドイツと戦った。戦

場はドイツの租借地、中国青島であった。ドイツ軍の敗北で俘虜５千

名が日本各地に送られ、名古屋でも、俘虜収容所に500名ほどが収

容された。新たな技術の吸収には積極的であった兵之助は、特殊

技能をもつドイツ人俘虜を雇用することとした。

■金液研究の開始

1918（大正7）年３月、マックスとクーヘンの両技術工と通訳１名を

雇用する。さらなる鍍金技術向上を望んでいた兵之助は、化学技術

将校エンゲルホンを雇い入れ共同研究を開始する。1919（大正8）

年、第一次世界大戦終結に伴い、俘虜の大半は帰国したにも関わら

ず、エンゲルホンは研究半ばとして名古屋に残留し、兵之助とともに研究を続ける。その後カールメルクが加わり、ド

イツからペテルセン技師が交代要員として来日するなど多くの技師が兵之助と金液研究に関わっていき、遂には海

外製品と比肩しうるレベルにまでに至った。

■日独間の友好と信頼

ドイツ人俘虜の雇用は、新たな技術向上が発端で

あったかもしれない。しかし、俘虜の多くが帰国した

のちも、日本に留まり共同研究をし、さらには兵之助

の事業のためにドイツから新たな技術者が来日し協

力し続けた。落合兵之助が名古屋の産業発達の一翼

を担うことができたのは、彼の研究熱心さのみなら

ず、ドイツ人との友好を築き上げた人柄も影響してい

るのではなかろうか。
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